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 要 旨   
目的： 
高齢者において飲酒量とメタボリックシンドロームの有病率および発症率の関連を明か

にする。 
方法： 
対象者は 65-84 歳のイタリア人一般地域住民を対象とした他施設研究（The Italian 

Longitudinal Study on Aging (ILSA)の参加者。平均追跡間は 3.5 年（中央値）。男性 1321
人については飲酒量別のメタボリックシンドローム有病率と発症率を検討した。対象者は

飲酒量別に非飲酒者、一日あたり 12g 以下、13-24g 以下、25-47g 以下、48g 以上に分類し

た。女性 1122 人については飲酒量別に非飲酒者、一日あたり 12g 以下、13-24g 以下、25g
以上に分類した。メタボリックシンドロームは ATPⅢの診断基準により診断した。 
結果： 
飲酒量とメタボリックシンドロームの有病率およびメタボリックシンドロームの発症リ

スクは男女ともに有意な関連を認めなかった。メタボリックシンドロームの発症について

の検討では、男性ではメタボリックシンドロームの診断基準の５項目のうち３項目（収縮

期血圧、血糖値、腹囲）は飲酒量と統計的に有意な関連を認めた。一方女性ではそのよう

な関連は認めなかった。 
結論： 
高齢者においても飲酒は代謝状況に影響を与えると考えられ、特に男性では女性と比較

してよりその影響を強く受けると考えられる。 
 

 




